













































































木部塗装 設計士 夫 妻
色名 16 20 6
イメージ 9 9 3
比較・程度 7 4 1
調和・美観 6 4 2
機能 2 3 0
色調 2 4 3
嗜好・基準 2 6 3
103
ているのではないか，との仮説をたてた。そ
こで，色決めに関与していると思われる抽出
語彙をカテゴリー分類することで，発話の含
意の検証を試みた。
　【１】「色（概括）」：色，色合い，色を分
ける，色を入れるなど（５）。【２】「色名」
（商品色名を含む）：赤，黒，青み，白っぽい，
茶系，アーモンドウォールナット，アッシュ
メタリックなど（59）。【３】「トーン」：明る
い，暗い，濃い，薄いなど（８）。【４】：「印
象・イメージ」：ナチュラル，モダン，和風，
かわいい，かっこいい，ピカピカなど（32）。
【５】「調和・美観」：デザイン，バランス，
見た目，合う，まとまりなど（13）。【６】
「比較・程度」：一緒，近い，違う，逆に，似
たなど（13）。【７】「嗜好・基準・評価」：き
れいな，好み，普通の，飽きる，多い，無難
など（32）。【８】「形・柄」：大きい，小さい，
厚い，薄い，線，柄など（16）。【９】「機
能」：機能，メンテナンス，性能，汚れ，剥
げなど（12）。【10】「仕上げ処理」：吸い込み，
コート，艶，透明（４）。【11】「価格」：値段，
安い，予算（３）注２）。〔（　）の数値は語彙
数〕
５．設計士と施主との発話比較
　前述のカテゴリーに基づき，屋根瓦と外部
木部塗装の色決め過程について，設計士の発
話と施主の発話とを比較・分析した。
６．ま  と  め
　設計士は，施主の選択色がデザインコンセ
プトに大きな影響を与えない限りにおいては，
施主の希望色を採用したが，これに反する場
合においては，施主が提案を拒む背景にある
と思われる疑問点や不安要因を会話の中から
導き出し，施主が用いた平易な言葉を，設計
士自身が繰り返し用いるなかで，合意を取り
つけていった。この過程において，色味を表
す言葉においても，色調を表す言葉において
も，専門的な用語が用いられることはなく，
慣用的な言葉に限られていた。これはイメー
ジを表す言葉においても同様であった。
　今後は，文脈に沿った検証をすすめること
により，設計士および施主が，どのように色
および色情報を伝達・共有しあうことで，共
感的な合意が形成されているかについて解明
をしていきたい。
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注２） 「色決め」とは使用部材の「物決め」でもあるた
め，【８】～【11】のカテゴリーも設けている。
